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平
成
22
年
度
　
市
政
運
営
の
基
本
方
針

安
心
・
快
適
・
住
み
た
い
ま
ち
を
目
指
し
て

安
心
・
快
適
・
住
み
た
い
ま
ち
を
目
指
し
て

安
心
・
快
適
・
住
み
た
い
ま
ち
を
目
指
し
て

人
・
自
然
・
ま
ち
・
文
化
　
み
ん
な
で
つ
く
る
北
茨
城

人
・
自
然
・
ま
ち
・
文
化
　
み
ん
な
で
つ
く
る
北
茨
城

　

３
月
５
日
、
豊
田
市
長
は
第
１
回
市
議
会
定
例
会
で
平
成
22
年
度
市

政
運
営
の
基
本
的
な
考
え
方
（
施
政
方
針
）
の
所
信
を
述
べ
ま
し
た
。

こ
の
中
で
市
長
は
、
第
４
次
北
茨
城
市
総
合
計
画
の
６
つ
の
大
き
な
柱

に
基
づ
い
た
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て
、
ま
い
進
す
る
決
意
を
表

明
し
ま
し
た
。そ
の
内
容
と
主
な
予
算
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す（
主

な
予
算
は
１
万
円
未
満
切
り
捨
て
）。

〈
は
じ
め
に
〉

　

我
が
国
の
経
済
は
、
依
然
と
し
て
高
い

失
業
率
な
ど
、
今
な
お
厳
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
先
行
き
に
つ
い
て
も
円

高
や
デ
フ
レ
の
進
行
に
よ
る
景
気
の
低
迷

な
ど
の
懸
念
材
料
か
ら
、
予
断
を
許
さ
な

い
状
況
に
あ
り
、
将
来
に
対
す
る
不
安
感

か
ら
消
費
を
控
え
、
こ
の
こ
と
が
我
が
国

経
済
の
混
迷
の
度
合
い
を
よ
り
一
層
深
刻

な
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
昨
年
、
自

民
党
か
ら
民
主
党
へ
の
政
権
交
代
が
行
わ

れ
、第
１
７
４
回
通
常
国
会
に
お
い
て「
明

日
の
安
心
と
成
長
の
た
め
の
緊
急
経
済
対

策
」
と
し
て
７
兆
２
千
億
円
の
第
２
次
補

正
予
算
が
成
立
し
ま
し
た
。

　

本
市
は
、
こ
れ
ら
の
予
算
を
積
極
的
に

活
用
し
、
長
年
の
課
題
で
あ
っ
た
磯
原
中

央
街
区
公
園
の
整
備
や
就
職
未
定
の
新
卒

者
を
中
心
と
し
た
雇
用
創
造
事
業
を
展
開

し
、
市
民
の
雇
用
に
対
す
る
不
安
を
で
き

る
だ
け
解
消
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
市
の
予
算
編
成
で
は
、
市

税
、
地
方
譲
与
税
、
地
方
消
費
税
交
付
金

等
が
減
額
と
な
る
見
込
み
の
た
め
、
基
金

か
ら
の
繰
り
入
れ
な
ど
に
よ
り
、必
要
性
、

緊
急
性
の
観
点
か
ら
、
地
域
活
性
化
、
地

域
雇
用
の
促
進
、
安
全
安
心
の
確
保
、
子

育
て
支
援
、
少
子
化
対
策
な
ど
市
民
の
目

線
に
立
っ
た
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
１
４
５
億
８

９
０
０
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
３
・
６

㌫
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

具
体
的
な
施
策
に
つ
い
て
は
、
今
回
定

め
た
第
４
次
市
総
合
計
画
に
掲
げ
た
６
本

の
柱
に
沿
っ
て
説
明
し
ま
す
。

　

健
全
な
財
政
基
盤
の
確
立

　

市
が
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
市

政
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、
健
全
な

財
政
基
盤
の
確
立
が
必
要
で
す
。
市
税
に

つ
い
て
は
、
古
い
年
度
の
税
も
含
め
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
納
税
を
可
能
に

す
る
な
ど
、
税
を
納
め
や
す
く
し
、
目
標

で
あ
る
市
税
徴
収
率
90
㌫
の
確
保
に
努
め

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
歳
出
抑
制
に
つ
い

て
は
、
３
年
間
で
職
員
を
70
人
削
減
す
る

目
標
は
達
成
で
き
る
見
通
し
で
す
が
、
引

き
続
き
定
員
適
正
化
を
図
り
な
が
ら
最
小

の
人
員
で
最
大
限
の
効
果
が
発
揮
で
き
る

組
織
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

行
政
評
価
制
度
を
充
実
さ
せ
、
事
業
の
選

定
、
見
直
し
等
に
結
び
付
け
、
第
３
次
行

政
改
革
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
行
政
改
革

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

市
民
と
行
政
が
共
に
手
を
携
え
、
市

民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
に

は
、
市
政
情
報
の
共
有
が
必
要
で
す
。
積

極
的
な
情
報
提
供
と
広
報
広
聴
体
制
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、
市
内
全
域
で
光
フ

平成 22 年度市政方針を述べる豊田市長

北茨城市役所

協
働
で
つ
く
る

　希
望
あ
ふ
れ
る
ま
ち

協
働
で
つ
く
る

　希
望
あ
ふ
れ
る
ま
ち
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ァ
イ
バ
ー
を
利
用
し
た
通
信
が
可
能
と
な

る
よ
う
情
報
通
信
基
盤
の
整
備
を
推
進
し
、

様
々
な
情
報
が
享
受
で
き
る
環
境
を
構
築

し
ま
す
。
ま
た
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

制
度
な
ど
の
活
用
に
よ
る
市
民
参
画
機
会

の
提
供
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進
を

進
め
、
市
民
夏
ま
つ
り
や
平
潟
主
水
ま
つ

り
を
引
き
続
き
実
施
し
、
新
た
に
中
郷
石

岡
さ
く
ら
祭
り
を
行
い
ま
す
。
姉
妹
都
市

中
野
市
と
は
、
提
携
30
周
年
に
あ
た
り
ま

す
の
で
、
様
々
な
記
念
事
業
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

■
主
な
予
算

　

・
情
報
基
盤
整
備
経
費
（
平
成
21
年
度

か
ら
の
繰
越
事
業
）

３
億
１
９
５
１
万
円

　
・
市
民
ま
つ
り
等
補
助
金

７
０
０
万
円

　

・
中
野
市
と
の
姉
妹
都
市
提
携
30
周
年

記
念
事
業
経
費　
　
　

１
５
０
万
円

　

健
康
・
医
療
・
福
祉
の
充
実

　

す
べ
て
の
市
民
が
健
康
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た

総
合
的
な
健
康
・
医
療
・
福
祉
の
充
実
を

図
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
現
在
医
師
不
足

の
影
響
で
経
営
が
厳
し
い
状
況
の
市
立
総

合
病
院
。
し
か
し
、
市
民
の
生
命
、
健
康

を
守
る
た
め
に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
大

切
な
施
設
で
す
。
引
き
続
き
医
師
の
招
へ

い
に
努
め
、
経
営
の
健
全
化
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
新
病
院
の
建
設
は
、
今

年
度
用
地
取
得
、
実
施
設
計
を
行
い
平
成

25
年
度
の
開
院
に
向
け
進
め
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
安
心
し
て
子
供
を
産
み
育
て
ら

れ
る
よ
う
、
今
年
度
か
ら
始
ま
る
「
次
世

代
育
成
支
援
行
動
計
画
後
期
計
画
」
に
基

づ
い
た
子
育
て
支
援
を
推
進
し
、
こ
れ
ま

で
３
歳
未
満
乳
幼
児
を
対
象
と
し
て
い
た

医
療
費
無
料
化
を
、
未
就
学
児
ま
で
引
き

上
げ
、
子
育
て
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
21
年
度
で
廃
止
と
な
る
市
立

中
郷
幼
稚
園
を
活
用
し
て
南
部
地
区
に
も

「
子
ど
も
の
家
」
を
設
置
し
、
子
育
て
サ

ポ
ー
ト
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
本
市
独
自
の
出
産
祝
い
金
給

付
を
引
き
続
き
実
施
し
、
国
の
「
子
ど
も

手
当
」
に
つ
い
て
は
円
滑
な
給
付
に
努

め
、
総
合
的
な
少
子
化
対
策
を
実
施
し
ま

す
。
一
方
、
今
年
度
か
ら
始
ま
る
第
２
期

「
地
域
福
祉
計
画
」
に
基
づ
き
、
市
民
が

互
い
に
支
え
合
い
助
け
合
え
る
、
ぬ
く
も

り
の
あ
る
ま
ち
を
築
く
た
め
の
施
策
を
展

開
し
ま
す
。
高
齢
者
と
障
害
者
福
祉
に
つ

い
て
は
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
自
立
し

た
日
常
生
活
や
生
き
生
き
と
し
た
社
会
生

活
を
送
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
在
宅
支
援

の
充
実
を
図
り
ま
す
。
生
涯
学
習
事
業
と

連
携
し
た
「
健
康
い
き
い
き
体
操
」
の
普

及
を
図
り
、
積
極
的
な
介
護
予
防
を
推
進

し
、
介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
に
対
し

て
は
、
適
正
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る

よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
新
制
度

へ
の
移
行
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
は
、
国
の
動
向

に
基
づ
い
た
情
報
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

障
害
者
福
祉
で
は
、
今
年
度
か
ら
国
の
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
、
市
独
自
の
日

中
一
時
支
援
事
業
、
移
動
支
援
事
業
、
日

常
生
活
用
具
給
付
事
業
な
ど
の
地
域
生
活

支
援
事
業
に
つ
い
て
、
低
所
得
者
へ
の
無

料
化
を
実
施
し
ま
す
。

■
主
な
予
算

　

・
新
病
院
建
設
関
係
経
費

２
億
６
５
７
９
万
円

　

・
未
就
学
児
医
療
費
負
担
金

１
３
７
８
万
円

　

・
中
郷
子
ど
も
の
家
設
置
費４

４
５
万
円

　

・
出
産
祝
金
給
付
費　
　

７
０
０
万
円

　

・
子
ど
も
手
当
費
４
億
６
０
６
１
万
円

　

教
育
環
境
、
教
育
基
盤
の
充
実
強
化

　

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
確
か
な

学
力
と
豊
な
心
を
身
に
つ
け
、
す
く
す
く

と
幸
せ
に
育
つ
た
め
に
は
、
教
育
の
環
境
、

基
盤
の
充
実
強
化
が
重
要
で
す
。
小
学
校

の
英
語
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
Ａ
Ｌ
Ｔ

いきいき体操

市子どもの家

市民夏まつり

い
の
ち
輝
く

　ぬ
く
も
り
の
あ
る
ま
ち

い
の
ち
輝
く

　ぬ
く
も
り
の
あ
る
ま
ち

文
化
が
香
る

　は
つ
ら
つ
学
び
の
ま
ち

文
化
が
香
る

　は
つ
ら
つ
学
び
の
ま
ち
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を
１
人
増
員
、
生
活
介
助
員
を
２
人
増
員

し
ま
す
。
児
童
に
対
し
１
人
１
台
の
パ
ソ

コ
ン
整
備
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
郷
土

教
育
を
推
進
し
、
自
然
、
環
境
教
育
や
生

命
の
大
切
さ
な
ど
を
学
ぶ
機
会
と
し
て
小

学
校
で
ヤ
マ
メ
の
稚
魚
を
育
て
、
花
園
川

に
放
流
す
る
稚
魚
飼
育
放
流
体
験
事
業
を

実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
ハ
ー
ド
面
で
は
、

中
郷
中
学
校
と
常
北
中
学
校
に
武
道
場
を

整
備
し
、
さ
ら
に
、
学
校
施
設
の
耐
震
化

を
進
め
ま
す
。

　

小
中
学
校
適
正
規
模
・
適
正
配
置

　

小
中
学
校
再
編
計
画
の
中
間
報
告
を
受

け
、
こ
れ
に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
意
見
を

参
考
に
し
な
が
ら
、
今
後
10
年
間
の
再
編

計
画
を
定
め
、
よ
り
良
い
環
境
で
教
育
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

　

生
涯
学
習
社
会
の
構
築

　

第
３
次
生
涯
学
習
大
綱
を
策
定
し
、
心

豊
か
に
は
つ
ら
つ
と
暮
ら
せ
る
学
び
の
ま

ち
を
目
指
し
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

生
涯
学
習
の
推
進
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

乳
児
の
豊
か
な
心
を
育
む
こ
と
を
目
的
に

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
本
市
の
文
化
拠
点
施
設
の
一
つ

で
あ
る
市
歴
史
民
俗
資
料
館
に
防
水
改
修

工
事
等
を
行
い
充
実
を
図
り
ま
す
。
ス
ポ

ー
ツ
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興
に
つ

い
て
は
、
雨
情
の
里
ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
と
関
南
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
・
ク

ロ
ッ
ケ
ー
コ
ー
ト
の
全
面
改
修
を
実
施
し

ま
す
。
ま
た
、
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
茨

城
大
会
が
当
市
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
契

機
に
利
用
者
の
増
加
を
図
り
ま
す
。

■
主
な
予
算

　

・
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
生
活
介
助
員
増
員
経
費

６
０
２
万
円

　

・
小
学
校
パ
ソ
コ
ン
整
備
費

３
７
４
２
万
円

　

・
稚
魚
飼
育
放
流
体
験
事
業
費
60
万
円

　

・
中
郷
中
学
校
、
常
北
中
学
校
武
道
場

整
備
事
業
（
平
成
21
年
度
か
ら
の
繰

越
事
業
）　　

  

２
億
６
０
５
０
万
円

　

・
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
費　

65
万
円

　

・
市
歴
史
民
俗
資
料
館
防
水
改
修
工
事

２
１
２
万
円

　

・
体
育
施
設
改
修
費　

３
７
８
０
万
円

　
快
適
・
便
利
な
ま
ち

　

人
口
減
少
が
進
む
中
で
、
こ
れ
に
歯
止

め
を
か
け
人
口
増
加
に
結
び
付
け
て
い
く

た
め
に
は
、
道
路
、
公
園
、
上
下
水
道
な

ど
の
都
市
基
盤
の
整
備
を
推
進
し
、
都
市

の
魅
力
を
作
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
道
路

整
備
で
は
、
幹
線
市
道
の
窪
田
・
唐
藤
線
、

関
田
・
粟
野
線
、
関
本
下
・
仁
井
田
線
の

新
設
改
良
事
業
の
実
施
と
生
活
道
路
の
維

持
管
理
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
橋
を
長
持

ち
さ
せ
る
た
め
の
修
繕
計
画
を
策
定
し
、

安
全
性
の
確
保
を
図
り
ま
す
。
広
域
幹
線

道
路
は
、
県
事
業
の
高
萩
・
北
茨
城
二
市

連
絡
幹
線
道
路
や
北
部
幹
線
道
路
の
整
備

を
促
進
し
、
北
部
地
区
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
二
ツ
島
・
関
本
中
線
の
路
線
変
更

と
北
町
・
関
本
中
線
の
新
規
路
線
の
策
定

等
を
進
め
、
広
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

整
備
を
推
進
し
ま
す
。
磯
原
中
央
街
区
公

園
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
憩
い
の
場
、
健

康
増
進
や
防
災
機
能
な
ど
多
目
的
に
利
用

で
き
る
公
園
と
し
て
整
備
し
、
ま
た
、
磯

原
駅
東
の
ト
イ
レ
整
備
も
実
施
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
公
共
下
水
道
は
、
第
１
期
事

業
が
平
成
21
年
度
で
終
了
し
、
引
き
続
き

第
２
期
事
業
を
推
進
し
、
普
及
率
・
接
続

率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
県
が
中

郷
町
に
所
有
し
て
い
る
36
㌶
の
土
地
利
用

構
想
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
協
議
に
入

る
べ
く
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

■
主
な
予
算

　

・
磯
原
中
央
街
区
公
園
整
備
事
業
（
平

成
21
年
度
か
ら
の
繰
越
事
業
）

７
６
５
５
万
円

　

・
磯
原
駅
東
ト
イ
レ
整
備
事
業
（
平
成

21
年
度
か
ら
の
繰
越
事
業
）

３
１
０
０
万
円

市歴史民俗資料館

磯原中央街区公園

北部幹線道路

暮
ら
し
に
安
心

　幸
せ
を
感
じ
る
ま
ち

暮
ら
し
に
安
心

　幸
せ
を
感
じ
る
ま
ち
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か
け
が
え
の
な
い
自
然
環
境
を
次
代
に

継
承
し
、
環
境
に
や
さ
し
い
社
会
を
構
築

　

本
市
の
最
大
の
魅
力
は
豊
か
な
自
然
で

す
。
こ
の
自
然
環
境
を
次
代
に
継
承
し
て

い
く
こ
と
が
私
た
ち
の
使
命
で
す
。
そ
の

取
り
組
み
と
し
て
国
の
緊
急
雇
用
創
出
制

度
を
活
用
し
、
不
法
投
棄
の
監
視
を
強
化
、

投
棄
物
の
回
収
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、

宝
く
じ
助
成
金
を
活
用
し
、
茜
平
童
謡
の

森
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
に
太
陽
光
発
電
施
設

を
設
置
。
周
辺
の
水
力
発
電
施
設
な
ど
と

あ
わ
せ
て
環
境
学
習
の
拠
点
と
な
る
よ
う

整
備
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

や
資
源
の
再
利
用
な
ど
、
循
環
型
社
会
に

つ
い
て
、
市
民
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
大
き
な
行
政
課
題
の
一
つ
で
あ
る

清
掃
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
稼
働
後
30

年
を
経
過
し
て
い
る
こ
と
か
ら
環
境
施
設

等
整
備
検
討
審
議
会
に
お
い
て
、
施
設
建

設
の
必
要
性
、
規
模
や
計
画
、
位
置
の
選

定
な
ど
を
審
議
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
生
活
環
境
の
向
上
の
た
め
に
は
、

交
通
安
全
対
策
、
消
防
、
救
急
、
地
域
の

防
災
・
防
犯
な
ど
の
充
実
も
不
可
欠
で
あ

る
こ
と
か
ら
関
係
機
関
と
連
携
の
も
と
安

全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

今
年
度
は
、
県
と
防
災
関
係
機
関
、
市
民

が
一
体
と
な
っ
て
、
海
上
で
の
防
災
活
動

を
取
り
入
れ
た
総
合
的
な
防
災
訓
練
を
実

施
し
ま
す
。

ま
た
、
県
の
警
察
施
設
再
編
整
備
計
画
が
、

見
直
さ
れ
る
予
定
な
の
で
、
磯
原
地
区
交

番
の
移
転
や
駐
在
所
の
適
正
配
置
に
つ
い

て
、
県
へ
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

■
主
な
予
算

　

・
不
法
投
棄
物
回
収
費　

６
３
６
万
円

　

・
茜
平
童
謡
の
森
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
太

　
　

陽
光
発
電
施
設
設
置
費２

８
３
５
万
円

　

・
総
合
防
災
訓
練
費　

１
０
４
７
万
円

　
市
内
産
業
全
体
の
活
性
化
を
目
指
し
て

　
個
性
と
活
力
の
あ
る
ま
ち
を
目
指
す
た

め
に
は
、
農
林
水
産
業
に
観
光
や
商
業
を

連
携
さ
せ
た
新
た
な
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
を
創

出
す
る
こ
と
や
、
企
業
誘
致
を
積
極
的
に

進
め
、
若
者
の
定
着
化
を
促
進
す
る
こ
と

で
、
商
工
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
の
振
興
を
図

り
、
産
業
全
体
を
活
性
化
さ
せ
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
水
田
農
業
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
か
ら
米
の
販
売
農
家
に
対
し
て
所

得
補
償
を
行
う
戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
事

業
が
導
入
さ
れ
る
な
ど
大
き
な
転
換
期
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
水
田

利
活
用
自
給
力
向
上
事
業
で
は
、
市
独
自

の
所
得
補
償
を
引
き
続
き
実
施
し
、
稲
作

農
家
の
経
営
安
定
に
努
め
、
昨
年
導
入
し

た
飼
料
用
コ
ン
バ
イ
ン
を
フ
ル
に
活
用
し

な
が
ら
、
飼
料
用
米
な
ど
の
作
付
け
を
奨

励
し
、
農
協
や
畜
産
農
家
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
循
環
型
農
業
を
推
進
し
ま
す
。
さ

ら
に
、
安
全
で
安
心
な
農
畜
産
物
の
生
産

を
支
援
し
「
ひ
た
ち
舞
」
や
「
花
園
牛
・

雨
情
の
里
牛
」
な
ど
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上

と
販
売
活
動
の
強
化
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
か
ら
始
め
た
果
樹
産
地
化
支
援
事
業

を
引
き
続
き
実
施
し
、
耕
作
放
棄
地
の
活

用
と
北
茨
城
の
新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
林
業
、
水
産

業
に
つ
い
て
は
、
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ

ム
や
ブ
ル
ー
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し
、

交
流
人
口
の
拡
大
に
よ
る
地
域
産
業
の
活

性
化
を
図
り
ま
す
。
一
方
、
商
工
業
の
振

興
に
つ
い
て
は
、
自
治
金
融
制
度
や
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
金
制
度
、
景
気
対
応
緊

急
保
証
制
度
の
円
滑
な
運
用
を
図
り
、
中

小
企
業
に
対
す
る
経
営
相
談
、
指
導
等
を

充
実
さ
せ
、
商
業
の
育
成
と
振
興
に
努
め

ま
す
。
雇
用
対
策
に
つ
い
て
は
、
重
点
分

野
雇
用
創
造
事
業
を
推
進
し
「
い
ば
ら
き

就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
連
携
し
就
職
相

談
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
商
工
会
と
連

携
し
、
求
職
者
の
た
め
の
各
種
研
修
会
や

結
婚
の
た
め
の
出
会
い
の
場
の
創
出
な
ど

労
働
者
福
祉
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
消
費

行
政
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
か
ら
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
安
全
、
安
心
な

消
費
生
活
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
産
業
の

大
き
な
柱
の
一
つ
で
あ
る
観
光
の
振
興
に

つ
い
て
は
、
恵
ま
れ
た
自
然
や
文
化
・
歴

史
的
遺
産
を
生
か
し
た
独
自
の
魅
力
を
創

出
し
、
体
験
交
流
機
会
の
提
供
や
地
場
産

品
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら
誘
客
や
リ
ピ
ー

タ
ー
の
確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

■
主
な
予
算

　

・
果
樹
産
地
化
支
援
事
業

１
５
０
万
円

　

・
消
費
者
生
活
セ
ン
タ
ー
設
置
費

５
１
５
万
円

不法投棄されたごみ

飼料用米の刈り取り

花園牛

人
と
自
然
が
元
気
な

　潤
い
の
あ
る
ま
ち

人
と
自
然
が
元
気
な

　潤
い
の
あ
る
ま
ち

未
来
を
支
え
る

　個
性
と
活
力
の
ま
ち

未
来
を
支
え
る

　個
性
と
活
力
の
ま
ち
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安心　快適　住みたいまちを　目指して安心　快適　住みたいまちを　目指して安心　快適　住みたいまちを　目指して
予算総額 286億 5104万円

145億8900万円一般会計
88億8753万円特別会計
51億7451万円企業会計

平
成
22
年
度

平
成
22
年
度

予

　
　算

予

　
　算

予

　
　算

　

こ
の
ほ
ど
、
市
の
平
成
22
年
度
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
各
会
計
別
に
そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
般
会
計
予
算

特
別
会
計
予
算

一
般
会
計
〈
歳
入
〉

一
般
会
計
〈
歳
出
〉

企
業
会
計
予
算

　

一
般
会
計
予
算
は
市
政
全
般
に
使
う
お

金
で
、
そ
の
額
は
１
４
５
億
８
９
０
０
万

円
。
前
年
度
と
比
べ
３
・
６
㌫
の
増
額
に

な
り
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
予
算
は
特
定
分
野
に
限
っ
て

使
う
お
金
で
、
そ
の
額
は
88
億
８
７
５
２

万
９
千
円
。
前
年
度
と
比
べ
１
・
８
㌫
の

増
額
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
は
、
市
税
を
57
億
６

１
７
２
万
９
千
円
、
地
方
交
付
税
を
31
億

４
５
０
０
万
円
と
見
込
み
ま
し
た
。

　

企
業
会
計
予
算
は
、
上
水
道
、
工
業
用

水
道
、
市
立
総
合
病
院
の
予
算
で
、
そ
の

額
は
51
億
７
４
５
１
万
１
千
円
。
前
年
度

と
比
べ
１
・
８
㌫
の
減
額
に
な
り
ま
し
た
。

　

前
年
度
と
比
べ
議
会
費
は
議
員
の
１
人

減
に
よ
り
４
・
３
㌫
の
減
。
総
務
費
は
重

点
分
野
雇
用
創
造
業
務
委
託
料
、
医
師
修

学
資
金
貸
与
金
、
路
線
バ
ス
運
行
補
助
金

な
ど
を
計
上
し
、
15
・
５
㌫
の
増
。
民
生

費
は
16
・
５
㌫
の
増
。
衛
生
費
は
３
・
８

㌫
の
増
。
農
林
水
産
業
費
は
５
・
８
㌫
の

減
。
商
工
費
は
15
・
４
㌫
の
増
。
土
木
費

は
関
田
・
粟
野
線
、
関
本
下
・
仁
井
田
線

な
ど
の
道
路
新
設
改
良
事
業
な
ど
に
よ
り

４
・
０
㌫
の
増
。消
防
費
は
３
・
３
㌫
の
減
。

教
育
費
は
校
舎
の
耐
震
補
強
委
託
料
や
雨

情
の
里
ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

改
修
工
事
等
を
計
上
し
て
い
ま
す
が
４
・

４
㌫
の
減
。
公
債
費
は
17
・
７
㌫
の
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。

会 計 区 分 今年度予算額 前年度予算額 比　　　較 増減率（％）
一　般　会　計 145 億 8900 万円 140 億 7600 万円 5 億 1300 万円 3.6

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 50 億 4627 万 3 千円 51 億 2115 万 7 千円 △ 7488 万 4 千円 △ 1.5
水 沼 診 療 所 876 万 7 千円 868 万円 8 万 7 千円 1.0
老 人 保 健 127 万 5 千円 369 万円 △ 241 万 5 千円 △ 65.4
公 共 下 水 道 5 億 6849 万 2 千円 4 億 644 万 5 千円 1 億 6204 万 7 千円 39.9
漁 業 集 落 排 水 4754 万円 4580 万 5 千円 173 万 5 千円 3.8
介 護 保 険 28 億 999 万 3 千円 27 億 6994 万 7 千円 4004 万 6 千円 1.4
後 期 高 齢 者 医 療 4 億 518 万 9 千円 3 億 7184 万 2 千円 3334 万 7 千円 9.0

企
業

会
計

上 水 道 14 億 7192 万 4 千円 16 億 3678 万 9 千円 △ 1 億 6486 万 5 千円 △ 10.1
工 業 用 水 道 2 億 9723 万円 2 億 8439 万円 1284 万円 4.5
市 立 総 合 病 院 34 億 535 万 7 千円 33 億 4565 万 3 千円 5970 万 4 千円 1.8

平成 22年度会計別予算（当初） ※ △はマイナスを表します。

市民一人当たりに
使われるお金

308,579円308,579円308,579円
※金額は予算額を3月1日
現在の人口で割ったもの土 木 費

21,678円

衛 生 費
33,058円

総 務 費
41,470円

公 債 費
44,249円

民 生 費
100,743円

議 会 費
4,218円

商 工 費
7,891円

消 防 費
18,546円

教 育 費
23,598円

農林水産業費
11,696円
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安心　快適　住みたいまちを　目指して安心　快適　住みたいまちを　目指して安心　快適　住みたいまちを　目指して
予算総額 286億 5104万円

145億8900万円一般会計
88億8753万円特別会計
51億7451万円企業会計

一般会計
内　訳

市　税

歳　入
（入るお金）

145億 8900万円

57億6172万9千円
39.5％

繰入金 1億1241万4千円 0.8％

繰越金 1億5000万円 1.0％

分担金及び負担金 1億4195万5千円 1.0％地方譲与税 1億9500万円 1.3％

地方消費税交付金 3億9400万円 2.7％

使用料及び手数料 4億1784万5千円 2.9％

諸収入 5億271万5千円 3.5％

市債 8億8150万円 6.0％

県支出金
11億6044万8千円 8.0％

国庫支出金
15億5457万5千円

10.7％
地方交付税
31億4500万円

21.6％

地方特例交付金 6450万円 0.4％

その他 1億731万9千円 0.6％

歳　出
（使うお金）

145億 8900万円

商工費 3億7308万3千円 2.6％

農林水産業費 5億5295万9千円 3.8％

議会費 1億9944万円 1.4％

その他 6765万円 0.4％

民生費
47億6294万9千円

32.7％

公債費
20億9198万7千円

14.3％
総務費

19億6061万円
13.4％

衛生費
15億6291万4千円

10.7％

教育費
11億1566万5千円

7.7％

土木費

消防費
8億7682万9千円

6.0％

消防費

10億2491万4千円

8億7682万9千円

7.0％

6.0％

都市計画税 市税の内訳1億9233万7千円

28億9899万1千円

50.3％

固定資産税

22億4156万3千円

38.9％

市民税

28億9899万1千円

3.4％

50.3％

市たばこ税
3億668万円 5.3％

軽自動車税

固定資産税

22億4156万3千円

38.9％

市民税

9312万6千円 1.6％

入湯税
2903万2千円 0.5％
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■
承
認
さ
れ
た
主
な
専
決
処
分

■
可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

■
可
決
さ
れ
た
主
な
予
算

平
成
22
年
度
北
茨
城
市
一
般
会
計
予
算
な
ど

議
案
38
件
を
可
決

第
１
回 

市
議
会
定
例
会

第
１
回 

市
議
会
定
例
会

　
平
成
22
年
第
１
回
市
議
会
定
例
会
が
、
３
月
５
日
か
ら
19
日

ま
で
15
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
会
に
は
報
告

２
件
、
議
案
38
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。
議
案
は
、
各
委
員
会

で
慎
重
に
審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◎
損
害
賠
償
の
額
の
決
定

　
　

平
成
22
年
１
月
５
日
に
発
生
し
た
公

用
車
に
よ
る
交
通
事
故
に
係
る
損
害
賠

償
で
あ
り
、
示
談
が
成
立
し
た
こ
と
に

◎
北
茨
城
市
漁
業
歴
史
資
料
館
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
　

北
茨
城
市
漁
業
歴
史
資
料
館
の
指
定

管
理
者
を
大
津
漁
業
協
同
組
合
に
指
定

し
た
い
の
で
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も

の
で
す
。

◎
北
茨
城
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法

律
施
行
令
の
一
部
改
正
に
よ
り
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
お
け
る
保
険
料
軽
減

措
置
が
継
続
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
国

民
健
康
保
険
税
に
お
い
て
も
軽
減
措
置

を
継
続
す
る
た
め
、
本
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
も
の
で
す
。

◎
北
茨
城
市
立
総
合
病
院
事
業
の
設
置
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

市
立
総
合
病
院
の
診
療
体
制
及
び
経

営
環
境
を
踏
ま
え
、
新
病
院
建
設
計

画
、
公
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
等
を
勘
案

し
た
病
床
数
の
変
更
を
行
い
、
併
せ
て

産
婦
人
科
病
棟
の
改
修
に
よ
り
生
じ
た

病
室
使
用
料
の
格
差
を
解
消
す
る
た

め
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の

で
す
。

◎
平
成
21
年
度
北
茨
城
市
一
般
会
計
補
正

予
算

　
　

３
億
６
６
７
４
万
２
千
円
を
増
額
し
、

予
算
総
額
が
１
６
１
億
９
９
０
万
８
千

円
に
な
り
ま
し
た
。

◎
平
成
21
年
度
北
茨
城
市
立
総
合
病
院
事

業
会
計
補
正
予
算

　
　

収
益
的
収
入
を
１
億
６
９
７
５
万
５

千
円
減
額
、
資
本
的
収
入
及
び
支
出
を

収
入
で
１
億
１
５
３
９
万
６
千
円
増
額

補
正
し
ま
し
た
。

◎
平
成
22
年
度
北
茨
城
市
一
般
会
計
予
算

　
　

歳
入
歳
出
予
算
総
額
が
１
４
５
億
８

９
０
０
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
３
・

６
㌫
の
増
に
な
り
ま
し
た
。

◎
平
成
22
年
度
北
茨
城
市
立
総
合
病
院
事

業
会
計
予
算

　
　

収
益
的
収
入
及
び
支
出
は
同
額
の
29

億
５
８
３
３
万
６
千
円
を
計
上
し
、
市

民
の
健
康
確
保
と
地
域
医
療
機
関
の
中

核
的
病
院
の
役
割
を
担
い
、
医
療
水
準

の
向
上
に
努
め
ま
す
。
ま
た
資
本
的
収

入
は
３
億
８
２
７
０
万
４
千
円
、
支
出

は
４
億
４
７
０
２
万
１
千
円
を
計
上

し
、
医
療
機
器
等
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

よ
り
損
害
賠
償
の
額
に
つ
い
て
報
告
す

る
も
の
で
す
。

　

市
で
は
、
平
成
21
年
度
自
動
車
低

公
害
化
推
進
事
業
補
助
金
（
廃
棄
物

運
搬
車
）
を
受
け
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト

ご
み
収
集
車
を
購
入
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
環
境
問
題
に
関
心
を
寄
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
市
内

小
学
生
を
対
象
に
環
境
絵
画
を
募
集

し
ま
し
た
。
購
入
し
た
ご
み
収
集
車

に
は
、
こ
の
絵
画
の
最
優
秀
作
品
４
点

が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
、
市
内
の
ご
み
収
集

に
あ
た
り
ま
す
。

問
清
掃
セ
ン
タ
ー
（
神
永
）

☎
㊻
５
６
１
９

ハ
イ
ブ
リ
�
ド

ご
み
収
集
車
購
入

ハ
イ
ブ
リ
�
ド

ご
み
収
集
車
購
入
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20
歳
以
上
の
方
は
、
国
民
年
金
に
加
入

し
、
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
一
定
の
所
得
に
満
た
な
い

学
生
は
申
請
し
、
認
め
ら
れ
る
と
、
在
学

期
間
中
の
保
険
料
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

○
対
象　

高
校
、
大
学
、
短
大
、
高
等
専

門
学
校
な
ど
に
在
学
す
る
方

※
一
部
対
象
外
と
な
る
学
校
が
あ
り
ま
す
。

○
手
続
き
に
必
要
な
も
の　

年
金
手
帳
ま

た
は
納
付
書
、
有
効
期
間
が
表
示
さ
れ

た
学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書
、
印
か

ん
、
加
入
届
（
20
歳
到
達
者
の
み
）

○
申
請

　

平
成
21
年
度
の
学
生
納
付
特
例
の
承
認

を
平
成
22
年
２
月
26
日
ま
で
に
受
け
た
方

で
４
月
以
降
も
在
籍
す
る
方
は
、
平
成
22

年
度
の
申
請
書
が
日
本
年
金
機
構
か
ら
郵

送
さ
れ
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
22
年
３
月
１
日
以
降
に
承
認
を
受

け
た
方
、
平
成
21
年
度
分
の
申
請
を
忘
れ

た
方
は
市
役
所
で
申
請
が
必
要
で
す
。

※
平
成
21
年
度
分
の
申
請
受
付
締
切
は
４

月
30
日
㈮
で
す
。

○
留
年
等
を
し
た
場
合 　

留
年
や
進
学
、

編
入
学
し
た
場
合
、
手
続
き
が
必
要
で

す
。
退
学
の
場
合
も
届
出
が
必
要
で
す
。

※
卒
業
後
、
就
職
が
決
ま
ら
ず
保
険
料
を

納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
左
記

窓
口
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
承
認
期
間　

承
認
さ
れ
た
期
間
は
、
老

齢
基
礎
年
金
、
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族

基
礎
年
金
を
受
給
す
る
た
め
に
必
要
な

期
間
と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

※
老
齢
基
礎
年
金
は
受
給
額
の
計
算
か
ら

外
れ
、
年
金
額
が
減
少
し
ま
す
。
年
金
額

を
増
額
し
た
い
と
き
は
、
10
年
以
内
で
あ

れ
ば
納
付
（
追
納
）
で
き
ま
す
。

問
保
険
年
金
課 

医
療
年
金
係

（
花
園
、
大
川
）
内
１
８
８

　

日
立
年
金
事
務
所

☎
０
２
９
４
‐
24
‐
２
１
２
５

国
民
年
金

学
生
納
付
特
例
に
つ
い
て

ご
利
用
く
だ
さ
い
高
齢
者
支
援
事
業

　

市
で
は
、
高
齢
者
や
そ
の
家
族
を
対

象
に
左
記
の
よ
う
な
軽
度
生
活
支
援
等

を
行
っ
て
い
ま
す
。

♦
軽
度
生
活
援
助
事
業

♦
訪
問
理
美
容
費
の
助
成

♦
介
護
用
品
の
給
付

♦
徘
徊
高
齢
者
等

　
　
家
族
支
援
サ
ー
ビ
ス

　

在
宅
で
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど

に
対
し
て
、
簡
単
な
日
常
生
活
上
の
援

助
を
行
い
ま
す
。

○
対
象　

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
単
身

世
帯
や
高
齢
者
の
み
の
世
帯
ま
た
は

こ
れ
に
準
じ
る
世
帯
に
属
し
て
い
る

高
齢
者

○
支
援
内
容　

援
助
員
を
派
遣
し
外
出

時
の
援
助
、
食
材
の
買
い
物
、
家
周

り
の
手
入
れ
、
家
屋
内
の
整
理
整
頓

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

○
費
用　
１
時
間
当
た
り
２
０
０
円

　
　
（
ほ
か
に
実
費
負
担
が
か
か
る
場
合

あ
り
）

○
申
請
に
必
要
な
も
の　

印
か
ん

　

徘
徊
（
は
い
か
い
）
時
、
早
期
に
発

見
で
き
る
よ
う
位
置
検
索
シ
ス
テ
ム
を

貸
し
出
し
ま
す
。

○
対
象　

徘
徊
の
見
ら
れ
る
認
知
症
高

齢
者
や
知
的
障
害
者
の
方
を
在
宅
で

介
護
し
て
い
る
家
族

○
費
用　

基
本
月
額　

５
２
５
円

（
消
耗
品
代
金
が
別
途
か
か
る
場
合
あ
り
）

※
検
索
シ
ス
テ
ム
加
入
料
、
貸
与
機
器
の

レ
ン
タ
ル
料
、
位
置
情
報
提
供
料
金
は
市

が
負
担
し
ま
す
。

○
申
請
に
必
要
な
も
の　

本
人
の
顔
写
真

２
枚
、
預
金
通
帳
と
届
け
出
印
ま
た
は

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、
印
か
ん

　

店
舗
で
の
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が

困
難
な
方
に
、
訪
問
理
美
容
費
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

○
対
象　

65
歳
以
上
の
在
宅
高
齢
者
で
、

介
護
保
険
制
度
の
要
介
護
３
、
４
、
５

に
認
定
さ
れ
て
い
る
方

○
助
成
内
容　

訪
問
理
美
容
登
録
店
の
出

張
経
費
を
年
４
回
ま
で
助
成

※
散
髪
等
の
実
費
は
、
利
用
者
負
担
で
す
。

○
申
請
に
必
要
な
も
の　

印
か
ん
、
介
護

保
険
被
保
険
者
証

※
こ
の
助
成
は
年
度
ご
と
に
更
新
申
請

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

紙
お
む
つ
な
ど
の
介
護
用
品
を
給
付

し
ま
す
。

○
対
象　

65
歳
以
上
の
在
宅
高
齢
者
の

方
で
介
護
用
品
を
使
用
し
、
介
護
保

険
制
度
の
要
介
護
４
ま
た
は
５
に
認

定
さ
れ
て
い
る
方
を
介
護
し
て
い
る

家
族

○
給
付
方
法　

月
額
３
０
０
０
円
分
の

給
付
券
を
交
付

○
申
請
に
必
要
な
も
の　

印
か
ん
、
介

護
保
険
被
保
険
証

※
こ
の
給
付
は
年
度
ご
と
に
更
新
申
請

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

問
高
齢
福
祉
課 
高
齢
福
祉
係
（
鈴
木
）

内
１
２
３



市
立
総
合
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ

　３月６日、市消防本部は春季火災予
防運動の一環として、市内スーパーの
前で住宅用火災警報器の設置促進キャ
ンペーンを行いました。
　このキャンペーンでは、設置促進の
のぼりを立て、啓発チラシ等を配布し
ながら、女性分団員たちが既に義務化
されている住宅用火災警報器の早期設
置を呼びかけました。

消防本部（嶋岡）
☎４２‐０１６１

①乳幼児外来と入院の自己負担金の市の助成
を、平成 22 年４月診療分から対象者を小
学校入学前（現行は３歳未満児）までに引
き上げます。該当する方は支払いの関係上、
振込口座の登録が必要となりますので、後
日関係書類を送付いたします。

②身体障害者手帳１級、２級の方、３級の内
部障害（心臓、腎臓等）の方が対象でした
が、新たに身体障害に肝機能障害が加わり、
身体障害者手帳３級で、かつ障害名「肝機
能障害」が３級の方も、マル福受給の対象
となり申請が必要となります。

③両親のいない児童を養育し、配偶者のいな
い祖父母（後期高齢者医療保険被保険者）
の方は、マル福受給の対象となり、申請が
必要となります。

※②③は申請に際し、必要書類や所得確認が
ありますのでご連絡ください。

保険年金課 医療年金係（蛭田）　　 １８７

　

○
３
月
31
日
退
職

　
〈
内
科
〉

　

山
岡　

正
治
医
師

　

石
橋　
　

肇
医
師

　
〈
へ
き
地
診
療
〉

　

佐
野　

迪
雄
医
師

　

○
４
月
１
日
赴
任

　
〈
内
科
〉

　

荒
井　

康
之
医
師

　

永
田　

博
之
医
師

　
〈
外
科
〉

　

小
出　

綾
希
医
師

　

小
池　

敏
壽
医
師

　
〈
脳
神
経
外
科
〉

　

金
子　

庸
生
医
師

　
〈
へ
き
地
診
療
〉

　

篠
原　

信
賢
医
師

■
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導

　

市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
40
～
74
歳
の

国
保
加
入
者
の
皆
さ
ん
に
糖
尿
病
な
ど
の

生
活
習
慣
病
の
有
病
者
の
減
少
を
目
的
と

し
た
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
を

実
施
し
ま
す
。

○
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
と
は

①
腹
囲
測
定
な
ど
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
を
発
見
す
る
た
め
の
検
査

　

検
査
項
目
：
問
診
、
身
長
、
体
重
、
腹
囲
、

Ｂ
Ｍ
Ｉ
、血
圧
、尿
検
査
、血
液
検
査
（
脂

質
、
肝
機
能
、
血
糖
値
、
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
）

※
心
電
図
、
貧
血
、
眼
底
検
査
は
医
師
が

必
要
と
認
め
た
場
合
実
施
し
ま
す
。

②
対
象
者
は
40
歳
～
74
歳

　

自
己
負
担
は
無
料
で
す
。
受
診
券
は
４

月
に
一
斉
発
送
す
る
た
め
、
紛
失
し
な
い

よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

産
婦
人
科
病
棟
の
改
修
に
よ
る
病
室
内

環
境
の
向
上
に
伴
い
、
４
月
か
ら
産
婦
人

科
病
棟
１
人
部
屋
（
４
室
）
の
料
金
を
改

定
し
ま
す
。

○
１
人
部
屋
使
用
料　

２
１
０
０
円

　

  （
旧
料
金
１
０
５
０
円
）

問
市
立
総
合
病
院 

病
院
総
務
課
（
滝
）

☎
㊻
１
１
２
１

医
師
の
退
職
、
赴
任

産
婦
人
科
病
棟
使
用
料
改
定

住宅用火災警報器設置促進PR

マル福該当規定が
改正されました

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

③
継
続
し
た
健
康
管
理
が
で
き
ま
す

　

受
診
後
、
健
診
結
果
が
届
く
ほ
か
、
健

診
結
果
か
ら
生
活
習
慣
の
改
善
が
必
要
な

方
に
は
個
人
に
合
わ
せ
た
健
康
づ
く
り
の

支
援
を
保
健
師
、
管
理
栄
養
士
、
健
康
運

動
指
導
士
か
ら
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
を
受

け
て
健
康
管
理
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

■
医
療
事
務
の
臨
時
職
員
募
集
に
つ
い
て

　

医
療
事
務
資
格
等
を
有
し
、
レ
セ
プ
ト

点
検
や
医
療
事
務
に
詳
し
い
方
を
募
集
し

ま
す
。

○
募
集
人
数　

２
人

○
応
募
方
法　

事
前
に
人
事
課
の
臨
時
職

員
募
集
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
保
険
年
金
課 

保
険
係
（
榎
本
、
篠
原
）

内
１
８
１
～
１
８
４
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　住みよいまちをつくるためには、皆さんの意見や提
案を聴き、市政に反映させることが大切と考えます。
　市では平成 9 年 4 月から市政の運営に活用する提

案制度「私の提案」で皆さんからの貴重な意見や要
望をお受けしています（送料無料） 。
　市民課 広報広聴係（村田）　　　　１７８

私の提案～皆さんの声にこたえます～私の提案～皆さんの声にこたえます～
市政に関する意見や提案をお寄せください

北
茨
城
市
磯
原
町
磯
原
一
六
三
〇
番
地

北
茨
城
市
長　

豊　

田　
　
　

稔　
行

料金受取人払郵便
3

日立支店
承　　認

差出有効期間
平成24年3月
31日まで

切
手
を
貼
ら
ず
に

お
出
し
く
だ
さ
い
。

181

あなたの声を市政にあなたの声を市政に

◉北茨城市では、より多くの皆さんの意見をお聴きし
て市政に反映させたいと考えています。あなたの市
政への意見や提案をお寄せください。
◉まず、意見や提案などをこの用紙の裏面に記入くだ
さい。そして、切り取り線に沿って紙面から切り、
封筒をつくって切手を貼らずにお近くのポストに投
函してください。

切り取り線に沿って
紙面から切り取り、
この面が外側になる
ように中央を折って
ください。

あて先を下にして、
のりしろを図のよう
に貼り合わせます。

切手を貼らずそのま
まお近くのポストへ
投函してください。

封筒のつくり方
① ② ③

1 9 1 5 9 2

問 内

提
言
１　

学
校
給
食
月
２
回
の
「
弁
当
の

日
」
に
つ
い
て	

（
中
郷
町　

女
性
）

市
の
回
答　

本
年
度
よ
り
、
月
２
回
「
弁

当
の
日
」
を
設
け
ま
し
た
。
そ
の
理
由
は
、

学
校
教
育
の
中
で
食
育
に
関
す
る
指
導
の

重
要
性
、
食
の
安
全
性
を
考
慮
し
、
食
を

見
直
し
、
心
身
共
に
健
康
な
生
涯
を
送
れ

る
よ
う
に
す
る
。
更
に
、
食
品
高
騰
に
よ

り
給
食
費
の
値
上
げ
を
抑
え
る
こ
と
な
ど

で
す
。

提
言
２　

安
全
を
考
慮
し
た
公
園
の
整
備

に
つ
い
て	

（
磯
原
町　

女
性
）

市
の
回
答　

遊
具
等
の
老
朽
化
し
た
も
の

は
、
危
険
で
す
の
で
撤
去
す
る
方
向
で
考

え
て
い
ま
す
。
遊
具
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

国
の
安
全
基
準
の
改
定
や
財
政
事
情
な
ど

を
考
慮
し
な
が
ら
整
備
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

提
言
３　

巡
回
バ
ス
の
時
刻
表
が
見
づ
ら

い	

（
関
本
町　

男
性
）

市
の
回
答　

本
年
４
月
発
行
分
か
ら
、
文

字
の
拡
大
、
ダ
イ
ヤ
の
時
刻
順
掲
載
等
の

レ
イ
ア
ウ
ト
変
更
、
バ
ス
の
実
車
両
に
合

わ
せ
た
色
表
記
等
、
大
幅
な
見
直
し
を
行

い
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
誰
も
が
わ
か
り

や
す
い
表
記
が
で
き
る
よ
う
改
善
し
て
ま

い
り
ま
す
。

提
言
４　

里
根
川
の
川
ざ
ら
え
と
出
水
時

の
憂
慮
に
つ
い
て	

（
関
本
町　

男
性
）

市
の
回
答　

川
ざ
ら
え
に
つ
い
て
は
、
撤

去
し
た
土
砂
の
処
分
先
と
い
う
課
題
が
あ

昨
年
度
寄
せ
ら
れ
た
私
の
提
案
の

主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す

北茨城市役所　☎43ー1111北茨城市役所　☎43ー1111
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私 の 提 案

　「私の提案」のほか、「市長へのファックス」やインターネットによる「Eメール」でも皆さん
からのご意見、ご提案を随時お受けしています。この場合も「私の提案」と同様に、必ず住所、
氏名、電話番号を記載のうえ、送信してください
（個人情報は保護したうえで、広報紙等で公表されることがあります） 。

まちづくりの主人公は、市民の皆さんです。

切り取り線に沿って切り取り、切手を貼らずに
　　　　　　　　　そのままポストへ投函してください。

●市長へのファックス　30ー 1350　●Eメールアドレス　kouhou@city-kitaibaraki.jp

＊市政に関する自由な意見をお書きください。
　また、日常生活や地域の話題等でも結構です。

電話番号

の　　り　　し　　ろ

の　　り　　し　　ろ

お 名 前

あなたの　〒
ご 住 所　北茨城市

あなたの
声を
市政に

り
ま
す
。
里
根
川
の
管
理
は
、
県
が
行
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
災
害
の
未
然
防
止
と

民
生
の
安
全
を
図
る
た
め
に
も
、
速
や
か

な
対
応
を
高
萩
工
事
事
務
所
へ
お
願
い
し

て
ま
い
り
ま
す
。

提
言
５　

大
津
港
駅
に
水
洗
ト
イ
レ
を

作
っ
て
ほ
し
い	

（
大
津
町　

男
性
）

市
の
回
答　

大
津
港
駅
の
ト
イ
レ
は
、
施

設
が
老
朽
化
し
て
お
り
、
汲
み
取
り
式
で

臭
気
が
ひ
ど
く
、
利
用
す
る
に
は
大
変
不

便
で
す
。
し
か
し
、
新
た
な
ト
イ
レ
設
置

や
維
持
管
理
に
は
多
額
の
費
用
が
か
か
る

こ
と
か
ら
慎
重
な
検
討
が
必
要
と
な
り

J
R
と
協
議
し
て
お
り
ま
す
。
当
面
は
、

北
部
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
ト
イ
レ

の
利
用
時
間
延
長
や
土
・
日
の
利
用
な
ど

を
検
討
し
た
う
え
で
、
再
度
J
R
側
へ

折
衝
し
て
ま
い
り
ま
す
。

提
言
６　

犬
の
「
フ
ン
」
害
に
つ
い
て

（
関
南
町　

男
性
）

市
の
回
答　

畜
犬
の
フ
ン
は
、
飼
い
主
の

飼
育
責
任
に
お
い
て
処
理
す
る
こ
と
が
基

本
原
則
で
す
が
、
市
広
報
誌
等
で
マ
ナ
ー

向
上
を
繰
り
返
し
周
知
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　平成21年度は、79人の方々か
ら提案が寄せられました。
内容は次のとおりです。
市行政全般　　　　　　　38件
道路・公共施設の整備　　22件
生活環境対策　　　　　　 4 件
教育・福祉の充実　　　　 6 件
接遇改善　　　　　　　　 2 件
その他　　　　　　　　　 7 件

私の提案に寄せられた内容

広報　きたいばらき　4月号　12



　

童
謡
の
良
さ
を
再
認
識
し
、
懐
か
し

い
思
い
出
を
秘
め
た
童
謡
を
更
に
広
く

普
及
さ
せ
よ
う
と
行
わ
れ
た
本
コ
ン

ク
ー
ル
に
は
、
市
内
外
か
ら
90
点
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。
厳
正
な
審
査
の
結

果
、
次
の
方
が
入
賞
し
、
２
月
21
日
、

市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
（
敬
称
略
）。

○
最
優
秀
賞

　
「
る
す
ば
ん
の
う
た
」

　

山
口
陽
大

（
つ
く
ば
市
立
竹
園
東
小
２
年
）

○
優
秀
賞

　
「
空
の
仲
良
し
」

　

石
堂
京
香

	

（
つ
く
ば
市
立
並
木
小
５
年
）

　
「
金
魚
の
子
」

　

横
田
千
季	

（
華
川
中
３
年
）

○
佳
作

　
「
鳥
」

　

佐
々
木
遥	

（
常
北
中
３
年
）

　
「
光
」

　

佐
々
木
純
一	

（
常
北
中
２
年
）

　
「
あ
め
」

　

松
下
華
歩

（
つ
く
ば
市
立
竹
園
西
小
１
年
）

　
「
ト
マ
ト
さ
ん
」

　

平
田　

光

（
つ
く
ば
市
立
竹
園
西
小
３
年
）

「
る
す
ば
ん
の
う
た
」

山
口
陽
大

る
す
ば
ん
は

「
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」
言
っ
て
か
ら

ぼ
く
は
と
け
い
と
に
ら
め
っ
こ

チ
ク
タ
ク
チ
ク
タ
ク

マ
ダ
カ
ナ
マ
ダ
カ
ナ

早
く
「
お
か
え
り
」
言
い
た
い
よ

る
す
ば
ん
は

「
お
か
え
り
な
さ
い
」
言
っ
た
ら
ば

ぼ
く
は
と
け
い
に
さ
よ
う
な
ら

オ
ミ
ヤ
ゲ
オ
ミ
ヤ
ゲ

プ
リ
ン
だ
プ
リ
ン
だ

や
っ
ぱ
り
る
す
ば
ん
い
い
も
ん
だ

問
生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
係（
岡
原
）

内
４
３
１

第
18
回
野
口
雨
情
記
念
賞　

童
謡
作
詩
コ
ン
ク
ー
ル

　

市
の
発
展
へ
の
功
績
や
市
民
の
模
範

と
認
め
ら
れ
る
行
為
が
あ
っ
た
方
（
団

体
）
を
表
彰
す
る
規
則
を
制
定
し
ま
し

た
（
４
月
１
日
施
行
）。
表
彰
を
受
け

ら
れ
る
の
は
、
左
記
い
ず
れ
か
の
分
野

で
功
績
が
あ
っ
た
方
（
団
体
）
で
す
。

・
地
方
自
治
の
発
展

・
生
活
環
境
の
保
全

・
社
会
福
祉
の
増
進

・
保
健
衛
生
の
向
上

・
産
業
の
振
興

・
教
育
と
文
化
の
向
上

・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

・
人
命
の
救
助
ま
た
は
災
害
の
防
止

・
そ
の
他
表
彰
に
値
す
る
と
市
長
が
認

め
た
分
野

　

表
彰
者
（
団
体
）
は
、
市
所
管
課
の

推
薦
を
も
と
に
、
市
表
彰
審
査
委
員
会

で
決
定
し
ま
す
。

　

５
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
は
、
憲
法
週

間
で
す
。
基
本
的
人
権
の
尊
重
は
日
本
国

憲
法
の
重
要
な
柱
の
一
つ
で
す
。
こ
の
憲

法
週
間
に
ち
な
み
人
権
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
。
差
別
、
嫌
が
ら
せ
な
ど
困
っ
て
い

る
こ
と
や
心
配
事
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
（
予
約
不
要
）。

○
と
き　
５
月
10
日
㈪
午
後
１
～
４
時

　

市
で
は
、
市
後
援
と
市
長
賞
交
付
に

関
す
る
事
務
手
続
き
を
定
め
ま
し
た
。

今
後
、
市
の
後
援
や
市
長
賞
の
交
付
を

希
望
す
る
場
合
は
、
要
綱
に
基
づ
い
た

新
し
い
申
請
様
式
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

な
お
、
要
綱
・
申
請
様
式
等
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

○
後
援
　
団
体
等
が
実
施
す
る
事
業

で
、
そ
の
趣
旨
に
市
が
賛
同
で
き
る

も
の
へ
市
の
後
援
を
承
認
し
ま
す
。

○
市
長
賞
交
付
　
市
が
後
援
承
認
を
し

た
事
業
に
お
い
て
、
そ
の
事
業
の
参

加
者
が
競
い
合
う
こ
と
に
よ
り
、
技

能
の
向
上
が
期
待
で
き
る
と
認
め
ら

れ
る
も
の
に
つ
い
て
、
市
長
賞
を
交

付
し
ま
す
。

問
秘
書
課 

秘
書
係
（
石
井
）内

２
０
２

○
と
こ
ろ　

市
役
所
４
階
特
設
相
談
所

○
相
談
員　

市
人
権
擁
護
委
員

　

篠
原
裕
子
（
中
郷
町
）

　

茅
根
修
善
（
磯
原
町
）

　

鈴
木
和
子
（
華
川
町
）

　

大
森
正
一
（
関
南
町
）

　

鈴
木　

薫
（
大
津
町
）

　

阿
部
博
昭
（
平
潟
町
）

　

駒
橋
秋
男
（
関
本
町
）

問
市
民
課 

広
報
広
聴
係
（
村
田
）内

１
７
８

市
表
彰
規
則
の
制
定
に
つ
い
て

市
後
援
、
市
長
賞
の

 

　
　
　
　
　
　
交
付
に
つ
い
て

人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
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３
月
12
日
、
市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
で
大
好
き
い
ば
ら
き
「
家
族
・
地
域

の
き
ず
な
」
フ
ォ
ー
ラ
ム
～
子
守
唄
で

き
ず
な
を
育
て
よ
う
～
が
県
主
催
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

古
く
か
ら
唄
い
継
が
れ
て
き
た
子
守

唄
。
こ
れ
を
聞
く
子
供
は
心
が
安
ら
ぎ
、

ま
た
、
唄
う
親
も
育
児
へ
の
意
欲
が
高

ま
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
代
社
会

の
中
で
希
薄
に
な
っ
て
い
る
家
族
の
絆

を
再
生
す
る
た
め
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

で
子
守
唄
を
紹
介
し
、
活
用
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　

市
内
の
小
中
学
校
美
術
展
覧
会
が
３

月
３
日
か
ら
14
日
ま
で
県
天
心
記
念
五

浦
美
術
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

展
示
は
、
か
わ
い
い
顔
を
描
い
た
野

菜
や
果
物
、
季
節
を
感
じ
さ
せ
る
た
く

さ
ん
の
お
雛
様
、
野
口
雨
情
の
歌
を
モ

デ
ル
に
し
た
飛
び
出
す
絵
本
。
そ
の
他

絵
画
、
工
作
、
習
字
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
段

ボ
ー
ル
で
作
っ
た
ロ
ボ
ッ
ト
の
模
型
も

関
心
を
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

　

来
場
者
ら
は
表
現
力
豊
か
な
作
品
の

数
々
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

子
守
唄
で
き
ず
な
を
育
て
よ
う

県
天
心
記
念
五
浦
美
術
館
で

小
中
学
校
美
術
展
覧
会

　

２
月
21
日
、
市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
で
「
雨
情
の
里
音
楽
祭
２
０
０
９
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
音
楽
祭
で

は
、
合
唱
、
合
奏
や
原
作
か
ら
舞
台
ま

で
全
て
市
民
手
作
り
の
創
作
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
が
催
さ
れ
、
来
場
者
を
楽
し
ま
せ

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
併
せ
て
行
わ
れ
た
第
18
回
野

口
雨
情
記
念
賞
童
謡
作
詩
コ
ン
ク
ー
ル

表
彰
式
で
は
、
入
賞
者
の
表
彰
と
最
優

秀
賞
・
優
秀
賞
の
作
品
の
朗
読
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

20
日
に
は
、
前
夜
祭
も
行
わ
れ
、
ギ

タ
ー
や
ピ
ア
ノ
の
弾
き
語
り
、
バ
ン
ド

演
奏
な
ど
若
者
た
ち
の
ア
コ
ー
ス
テ
ィ

ッ
ク
を
中
心
に
、
盛
り
上
が
り
を
見
せ

ま
し
た
。

市
民
手
作
り
の
イ
ベ
ン
ト

雨
情
の
里
音
楽
祭
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３
月
14
日
、
茜
平
青
少
年
の
家
跡
地

で
植
樹
が
行
わ
れ
、
約
２
０
０
人
の
市

民
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。
植
え

ら
れ
た
の
は
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
２
０
０

本
、
桜
25
本
、
も
み
じ
15
本
。
参
加
者

は
、
土
と
触
れ
合
い
、
す
が
す
が
し
い

汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
植
樹
に
先
立
ち
、
昭
和
51
年

に
昭
和
天
皇
が
植
樹
祭
の
た
め
、
茜
平

に
行
幸
さ
れ
た
写
真
を
埋
め
込
ん
だ
記

念
碑
の
除
幕
式
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

作
業
後
に
は
、
お
に
ぎ
り
と
ト
ン
汁

が
振
る
舞
わ
れ
、
皆
さ
ん
は
春
が
近
づ

い
た
一
日
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

３
月
７
日
に
市
内
各
中
学
校
で
、
23

日
に
は
市
内
各
小
学
校
で
卒
業
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
中
学
生
は
４
８
７
人
、

小
学
生
は
４
６
３
人
が
卒
業
し
ま
し
た
。

　

関
南
小
学
校
で
は
、
学
校
の
耐
震
工

事
の
た
め
北
茨
城
高
校
の
体
育
館
で
開

催
。
多
く
の
下
級
生
や
保
護
者
た
ち
に

見
守
ら
れ
、
24
人
の
児
童
が
卒
業
を
迎

え
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
、
校
長
先
生
か

ら
卒
業
証
書
を
授
与
さ
れ
、
中
学
校
進

学
に
向
か
っ
て
気
持
ち
を
新
た
に
し
て

い
ま
し
た
。

　

今
か
ら
44
年
前
、
北
茨
城
高
校
が
開

校
さ
れ
た
時
、
関
南
小
学
校
で
入
学
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
偶
然
に
も
北
茨
城

高
校
の
最
後
の
行
事
が
関
南
小
の
卒
業

式
で
し
た
。

　

３
月
９
日
、
里
根
川
う
ま
橋
付
近
の

河
原
で
、
関
本
第
一
小
学
校
の
児
童
た

ち
が
、
サ
ケ
の
稚
魚
約
２
０
０
匹
を
放

流
し
ま
し
た
。

　

こ
の
稚
魚
は
今
年
、
児
童
た
ち
が
水

槽
を
使
っ
て
自
分
た
ち
で
卵
を
ふ
化
さ

せ
、
育
て
て
き
た
も
の
で
す
。
稚
魚
を

育
て
る
中
で
、
皆
さ
ん
は
、
命
の
大
切

さ
、
生
き
物
を
飼
う
難
し
さ
を
学
び
ま

し
た
。

　

児
童
た
ち
は
大
切
に
育
て
た
稚
魚
に

「
大
き
く
な
っ
て
帰
っ
て
来
い
よ
」
と

声
を
か
け
、
放
流
し
て
い
ま
し
た
。

青
少
年
の
家
跡
地
で

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
な
ど
を
植
樹

関
南
小
の
児
童
が
北
茨
城

高
校
の
体
育
館
で
卒
業
式

関
一
小
の
児
童
が

サ
ケ
の
稚
魚
を
放
流
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―
い
つ
ご
ろ
か
ら
操
業
し
ま
し
た
か

　

創
業
は
明
治
25
年
（
１
８
９
２
年
）
で

す
。
初
代
冨
士
太
郎
が
書
画
を
得
意
と
し

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
提
灯
や
看
板
な
ど

を
書
く
際

物
店
（
き

わ
も
の
て

ん
）
と
し

て
開
業
し

た
の
が
始

ま
り
で
す
。

現
在
は
、

四
代
目
の

私
（
藤
田

昌
平
）
が

受
け
継
い

で
い
ま
す
。

―
お
店
の
特
徴
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

創
業
当
時
か
ら
代
々
制
作
し
て
い
る

「
手
描
き
鯉
の
ぼ
り
」
は
、
県
郷
土
工
芸

品
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
先
代

（
三
代
目
）
の
藤
田
正
行
が
市
の
無
形
文

化
財
第
１
号
の
指
定
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

姉
妹
都
市
「
中
野
市
」
や
国
際
親
善
友
好

都
市
「
ワ
イ
ロ
ア
地
区
」
に
も
当
店
の
手

描
き
鯉
の
ぼ
り
を
寄
贈
し
、
今
で
は
国
内

外
の
大
空
を
泳
ぐ
鯉
の
ぼ
り
へ
と
成
長
し

ま
し
た
。
現
在
、
全
国
で
数
軒
を
残
す
の

明
徳
小
学
校
６
年

　

坂
本 

知
優
さ
ん

タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー

株
式
会
社 

三
國
屋

み
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
手
描
き
鯉
の
ぼ
り
。

今
後
も
が
ん
ば
っ
て
継
承
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
地
域
と
の
つ
な
が
り
は
あ
り
ま
す
か
。

ま
た
、ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
か
。

　

社
団
法
人
北
茨
城
青
年
会
議
所
の
メ

ン
バ
ー
と
し
て
、
約
17
年
間
活
動
し
ま

し
た
。
昨
年
定
年
と
は
な
り
ま
し
た
が
、

２
０
０
８
年
は
理
事
長
を
務
め
様
々
な
活

動
を
し
ま
し
た
。
我
が
ま
ち
北
茨
城
の
魅

力
を
再
認
識
し
よ
う
と
、
北
浜
海
岸
で
の

ビ
ー
チ
サ
ッ
カ
ー
大
会
や
廃
油
を
再
利
用

し
た
エ
コ
キ
ャ
ン
ド
ル
を
灯
す
「
き
た
い

ば
ら
き
幻
燈
会
」
を
よ
う
・
そ
ろ
ー
で
開

催
し
た
の
が
こ
の
時
期
で
す
。
社
長
で
あ

る
母
（
藤
田
孝
子
）
も
市
商
工
会
女
性
部

長
と
し
て
、
地
域
発
展
の
た
め
様
々
な
活

動
を
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
地
域
貢
献
や

発
展
に
寄
与
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

所
在
地　

大
津
町
北
町
（
本
店
）

　
　
　
　

ほ
か
２
店
舗

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す

　

ぼ
く
の
夢
は
タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
に

な
る
こ
と
で
す
。
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
自
動

車
に
関
係
の
あ
る
仕
事
に
つ
く
こ
と
が
夢

で
し
た
。

　

ぼ
く
が
大
人
に

な
っ
た
時
に
は
、

き
っ
と
タ
ク
シ
ー
も

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー

に
な
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
自

動
車
自
体
も
今
よ
り

は
ず
っ
と
す
ご
く

な
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
ハ
ン
ド
ル
な

ど
も
あ
つ
か
い
や
す

く
な
っ
て
い
た
り
、

ド
ア
が
楽
に
開
け
閉

め
で
き
た
り
す
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
道
路
も
す
ご
く
な
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
海
の
中
を
通
る
ト

ン
ネ
ル
や
今
よ
り
ず
っ
と
事
故
が
少
な
く

な
る
工
夫
さ
れ
た
信
号
機
な
ど
も
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

も
し
、
そ
ん
な
車
や
道
路
で
タ
ク
シ
ー

を
運
転
で
き
た
ら
、
お
客
さ
ん
と
楽
し
く

話
を
し
な
が
ら
で
も
安
心
で
き
る
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
物
を
見
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
、
自
動
車

を
運
転
し
て
い
る
と
、

い
ろ
い
ろ
な
風
景
が

見
え
る
か
ら
で
す
。

季
節
に
よ
っ
て
美
し

い
花
も
見
ら
れ
ま
す
。

桜
、
梅
、
イ
チ
ョ
ウ

な
ど
と
て
も
き
れ
い

な
な
が
め
で
す
。
大

き
な
ビ
ル
も
、
り
っ

ぱ
な
お
寺
や
神
社
な

ど
も
見
ら
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
道
を
た

く
さ
ん
覚
え
る
の
は
、
記
お
く
力
の
な
い

ぼ
く
に
は
、
少
し
大
変
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

少
し
不
安
の
あ
る
ぼ
く
の
夢
で
す
が
、

勉
強
や
生
活
に
が
ん
ば
っ
て
、
り
っ
ぱ
な

タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
に
な
り
た
い
で
す
。
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趣
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中郷中学校　剣道部

文武両道を目指して

　中郷中学校剣道部は、男子４人、女子５人の
合計９人の部員と顧問の岩間先生、副顧問の藤
田先生で活動しています。近年、県北地区の剣
道人口が減少する中、中郷中剣道部も例外では
なく少人数です。しかし、少ないメンバーなが
ら基礎を大切にし、県北大会で優勝するなど、
好成績を収めています。
　中郷中剣道部が、心がけていることは「返事」

「挨拶」「行動力」の３つ。人数が少なくても一
人ひとりが日常生活をきちんとすることで部活
を盛り立てていこう
と心がけています。
　新３年生にとって
は 最 後 の 年、 男 子
キャプテンの髙橋さ
んは「剣道だけでな
く、文武両道で先輩の活躍を超えられるように
がんばろう」と、女子キャプテンの小川さんは

「今度は自分がチームを引っ張る側。みんなの
力になっていきたい」と話してくれました。岩
間先生も「試合の勝ち負けだけでなく、志を高
く持って、剣道で学んだことを活かして欲しい」
と語ってくれました。
　剣道だけではなく、きちんとした日常生活、
文武両道を目指す中郷中剣道部。これからの時
期、新入生を受け入れる準備は万全です。

苦
労
を
忘
れ
て
楽
し
む
絵
手
紙

華
川
町
　
鈴
木　

笑
子
さ
ん

―
絵
手
紙
を
始
め
た
き
っ
か
け
は

　

10
年
以
上
前
に
本
屋
で
絵
手
紙
の
本

を
見
て
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
と
て
も

優
し
く
て
分
か
り
や
す
い
本
な
の
で
今

で
も
愛
読
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
数
年
後
に
、
市
報
を
見
て

公
民
館
サ
ー
ク
ル
に
参
加
し
ま
し
た
。

始
め
る
と
思
っ
て
い
た
よ
り
難
し
い
も

の
で
し
た
。
し
か
し
、
良
い
先
生
、
良

い
仲
間
に
出
会
え
た
の
で
良
か
っ
た
で

す
。
お
か
げ
さ
ま
で
楽
し
く
描
い
て
い

ま
す
。

―
ど
の
よ
う
な
も
の
を
描
い
て
い
ま
す
か

　

庭
に
咲
い
て
い
る
花
や
日
常
の
何
気

な
い
こ
と
な
ど
を
描
い
て
い
ま
す
。

―
気
に
入
っ
て
い
る
作
品
は

　

自
分
の
手
を
描
き
「
苦
労
を
忘
れ
趣

味
を
楽
し
む
」
と
言
葉
を
添
え
た
作
品

が
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。
一
つ
一
つ
に

思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

―
絵
手
紙
の
魅
力
は

　

手
紙
の
や
り
と
り
が
楽
し
い
で
す
。

自
分
の
描
い
た
絵
手
紙
が
遠
い
所
で
楽

し
ん
で
も
ら
え
て
い
る
と
聞
い
た
り
、

返
事
の
ハ
ガ
キ
を
受
け
取
る
と
、
と
て

も
う
れ
し
い
で
す
。
し
か
し
、
最
近
は

な
か
な
か
手
紙
が
出
せ
ず
、
や
り
と
り

も
減
っ
て
し
ま
っ
て
寂
し
い
で
す
。

―
今
後
の
目
標
は

　

こ
れ
か
ら
も
健
康
に
気
を
つ
け
て
、

１
枚
で
も
多
く
描
い
て
皆
さ
ん
に
喜
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。
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身
体
障
害
者
の
方
を
対
象
に
、

高
萩
市
と
合
同
で
義
肢
や
車
い
す

な
ど
の
補
装
具
の
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。
予
約
不
要
で
す
。

○
と
き　
４
月
30
日
㈮

　

午
前
９
～
11
時

○
と
こ
ろ　

高
萩
市
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー

問
社
会
福
祉
課 

援
護
係
（
稲
川
）

内
１
３
６

　

赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者
が
絵
本
を

介
し
て
ゆ
っ
く
り
心
ふ
れ
あ
う
ひ

と
時
を
も
つ
き
っ
か
け
を
つ
く
る

た
め
、
絵
本
を
配
布
す
る
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
事
業
を
開
始
し
ま
す
。

○
対
象　
４
月
１
日
以
降
出
生
で

市
内
在
住
の
生
後
１
歳
未
満
の

赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者

※
配
布
方
法
は
保
健
セ
ン
タ
ー
の

生
後
２
ヶ
月
児
訪
問
時
に
保
健
師

等
が
配
布
す
る
予
定
で
す
。

問
市
立
図
書
館
（
鈴
木
）

☎
㊷
１
４
５
１

○
と
き　

毎
月
第
２
火
曜
日

　

午
前
９
～
10
時

○
と
こ
ろ　

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

○
検
査
方
法　

検
査
用
の
容
器
を

事
前
に
生
活
環
境
課
で
受
け
取

　

生
涯
学
習
名
人
、
達
人
、
才
人

の
表
彰
式
と
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

○
と
き　
５
月
15
日
㈯

　

午
後
１
～
３
時

○
と
こ
ろ　

市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー

○
内
容　

平
成
21
年
度
生
涯
学
習

表
彰
、
講
演
会
「
こ
と
ば
の
力

―
そ
の
可
能
性
を
探
る
―
」（
講

師 

い
わ
き
明
星
大
学
准
教
授

　

大
橋
純
一
氏
）

問
生
涯
学
習
課
内 

市
ま
な
び
す

と
ア
カ
デ
ミ
ー
事
務
局

　
（
鈴
木
、
市
毛
）　

内
４
３
１

補
装
具
巡
回
相
談
を
行
い
ま
す

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業

飲
用
井
戸
水
の
検
査

ま
な
び
す
と
の
集
い

２
０
１
０
開
催

　試験願書のインターネットによる電子申請がスタート
しました。
○電子申請できる種類　
　危険物取扱者試験（甲種・乙種・丙種）
　消防設備士試験（甲種・乙種）
○注意事項　①危険物取扱者甲種試験および消防設備

士甲種試験願書申請で証明書等の提出が必要な方は、
書面による願書申請をお願いします。②危険物取扱者
乙種試験願書申請で複数受験を希望される方は、書面
による願書申請をお願いします。③写真は、これまで
の願書から受験票にパスポートサイズ写真を貼付する
ことに変わります。

※電子申請手続きについては、㈶消防試験研究センター
のホームページhttp://www.shoubo-shiken.or.jpをご覧
ください。

消防本部 予防課（嶋岡、滑川）　☎４２–７１４２

　 平 成 2 2 年 ４ 月 分 か ら 、 月 額
１万５１００円になります（付加年金
加入の方は４００円加算）。
　４月30日㈮までに６カ月または１年
前納すると保険料が割引となって、お
得です。最寄りの金融機関、コンビニ
エンスストアで納付してください。
　口座振替やクレジットカードを利用
されると窓口へ行く手間がなく、便利
です（保険年金課備え付けの用紙で事
前申し込みが必要）。

日立年金事務所
☎０２９４‐２４‐２１２５

　保険年金課 医療年金係
（花園、大川） １８８

案  

内

危険物取扱者・消防設備士試験の
電子申請について

国民年金保険料について

り
、
受
付
日
の
朝
に
井
戸
水
を

容
器
に
汲
ん
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

○
検
査
料
金　

①
飲
用
井
戸
水
水
質
検
査
12
項
目

　
　
　
　
　
　
　
　

５
４
５
０
円

②
飲
用
井
戸
水
水
質
検
査
14
項
目

　
　
　
　
　
　

１
万
８
９
０
０
円

③
ヒ
素　
　
　
　
　

３
１
５
０
円

※
結
果
は
受
け
付
け
後
、
７
～
10

日
で
郵
送
さ
れ
ま
す
。

問
㈶
茨
城
県
薬
剤
師
会
公
衆
衛

生
検
査
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
‐
２
２
５
‐
９
３
０
０

　

生
活
環
境
課 

環
境
保
全
係

（
大
友
）
内
３
７
１
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ス
イ
カ
な
ど
の
野
菜
を
苗
や
種

か
ら
育
て
て
食
べ
る
ま
で
を
体
験

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
親
子
隊
員
と

一
般
隊
員
を
募
集
し
ま
す
。

○
内
容　

　

第
１
回　

５
月
８
日
㈯　

　

畑
を
つ
く
り
、
苗
を
植
え
て
み

よ
う

　

第
２
回　

６
月
12
日
㈯　

　

花
を
ス
ケ
ッ
チ
し
よ
う

　

第
３
回　

７
月
24
日
㈯　

　

食
べ
て
み
よ
う

○
と
こ
ろ　

元
気
っ
子
体
験
農
園

　(

中
郷
町
上
桜
井)

　

平
成
22
年
度
「
北
茨
城
俳
句
ポ

ス
ト
大
賞
」
の
投
句
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

○
テ
ー
マ　

当
季
雑
詠
で
す
。
ご

自
由
に
詠
ん
で
く
だ
さ
い
。

○
投
句
制
限　

投
句
用
紙
１
枚
で

２
句
投
句
で
き
ま
す
（
投
句
数

は
無
制
限
。
た
だ
し
、
未
発
表

の
句
に
限
る
）。

○
部
門　

小
学
生
の
部
（
含
幼

児
）、
中
学
生
の
部
、
一 

般
の

部
（
高
校
生
～
高
齢
者
）

○
賞　

大
賞
（
市
役
所
ロ
ビ
ー
に

大
賞
ト
ロ
フ
ィ
ー
・
作
品
パ
ネ

ル
展
示
）、
優
秀
賞
、
入
選

○
募
集
締
切　
９
月
24
日
㈮
必
着

※
締
切
後
の
投
句
は
翌
年
度
受
付

○
発
表
、
表
彰
式　

入
賞
句
は

「
広
報
き
た
い
ば
ら
き
」
や
市

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
発

表
し
、
11
月
13
日
㈯
開
催
予
定

の
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
記
念
俳

句
会
」
に
ご
招
待
し
、
表
彰
し

ま
す
。

○
投
句
方
法　

市
内
観
光
地
の
俳

句
ポ
ス
ト
（
天
心
記
念
五
浦
美
術

館
、
六
角
堂
、
雨
情
生
家
、
花
園

神
社
）
へ
投
句
用
紙
で
投
函
、
ま

た
は
下
記
へ
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ

メ
ー
ル
、
市
携
帯
サ
イ
ト
で
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

※
投
句
用
紙
は
、
電
話
等
で
ご
用

命
い
た
だ
け
れ
ば
郵
送
し
ま
す
。

「
市
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
」

○
と
き　

５
月
22
日
㈯
（
中
学

生
）、
23
日
㈰
（
高
校
、
一
般
）

○
と
こ
ろ　

雨
情
の
里
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

○
申
込
締
切　
５
月
７
日
㈮

申
問
生
涯
学
習
課 

ス
ポ
ー
ツ
振

興
係
（
島
根
） 

内
４
２
０

「
市
民
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
」

○
と
き　
６
月
10
日
㈭

○
と
こ
ろ　

関
南
コ
ー
ト

○
申
込
締
切　
５
月
28
日
㈮

申
問
生
涯
学
習
課 

ス
ポ
ー
ツ
振

興
係
（
島
根
） 

内
４
２
０

「
市
民
ゴ
ル
フ（
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
）

大
会
」

○
と
き　
６
月
13
日
㈰

○
と
こ
ろ　

茨
城
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク

Ｃ
Ｃ

○
申
込
締
切　
５
月
28
日
㈮

申
問
生
涯
学
習
課 

ス
ポ
ー
ツ
振

興
係
（
島
根
） 

内
４
２
０

夏
野
菜
つ
く
り
隊
隊
員
募
集

北
茨
城
俳
句
ポ
ス
ト
大
賞

市
民
体
育
大
会
参
加
者
募
集

○期間　５月11日～６月29日の毎週火曜
日（全８回）

○とき　午後６時30分～７時30分
○ところ　市民ふれあいセンター
○講師　ＡＬＴ（外国語指導助手）
○募集人員　30人（抽選）
○対象者　市内在住の高校生以上の英会話

初級者
○費用　５００円（テキスト等）
○申込方法　４月27日㈫までに電話または
ＦＡＸで住所、氏名（ふりがな）、電話番
号、年齢をお知らせください。

生涯学習課 生涯学習係（鈴木）
４３１　 42‐０４５４

募  

集

○
募
集
人
員　

30
人

○
参
加
費
用　
５
０
０
円

○
申
込
方
法　
４
月
23
日
㈮
ま
で

に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
、

当
選
者
の
み
詳
細
を
通
知
し
ま
す
。

申
問
生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
係

（
鈴
木
）
内
４
３
１

㊷
０
４
５
４

ハッピー英会話（前期）

申
問
〒
３
１
９
‐
１
５
９
２
高

齢
福
祉
課
内
北
茨
城
市
俳
句
ポ

ス
ト
大
賞
事
務
局
（
岸
）

内
１
２
１　

㉚
１
４
０
０

　

Ｅ
メ
ー
ル

kourei@
city.kitaibaraki.lg.jp

19　広報　きたいばらき　4月号

お知らせお知らせ 掲示板掲示板
北茨城市役所　☎43-1111



　

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。
相
続
手
続
き
、

遺
言
書
作
成
、
農
地
転
用
ほ
か
の

許
可
・
認
可
申
請
、
会
社
設
立
そ

の
他
各
種
行
政
手
続
き
に
関
す
る

相
談
を
受
け
ま
す
。

○
と
き　
５
月
６
日
㈭

　

午
後
１
時
～
４
時
30
分
（
相
談

時
間 

一
人
約
40
分
）

○
と
こ
ろ　

市
役
所
１
階
会
議
室

○
申
込
方
法　

電
話
予
約
の
み
受

け
付
け
ま
す
（
先
着
６
人
）。
４

月
28
日
㈬
午
前
８
時
30
分
か
ら
９

時
10
分
ま
で
は
専
用
受
付
電
話
㊸

２
３
２
４
へ
。
以
降
は
下
記
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

行
政
書
士
無
料
相
談
会
開
催

■
法
テ
ラ
ス
は
法
的
ト
ラ
ブ
ル
解

決
の
た
め
の
総
合
案
内
所
で
す

　

法
的
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す
る
の

に
、
ど
の
よ
う
な
方
法
が
あ
る
の

か
分
か
ら
な
い
、
ど
こ
に
相
談
す

れ
ば
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
、
と

い
っ
た
と
き
は
、
法
テ
ラ
ス
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
気
軽
に
電
話

し
て
く
だ
さ
い
。

・ 

情
報
提
供　

法
的
ト
ラ
ブ
ル
の

解
決
に
役
立
つ
制
度
な
ど
の
情

報
提
供

・ 

民
事
法
律
扶
助　

資
力
の
乏
し

い
人
の
た
め
の
無
料
相
談
や
裁

判
費
用
な
ど
の
立
替
え

・ 

司
法
過
疎
対
策　

弁
護
士
が
い

■
国
保
・
医
療
・
介
護

な
ん
で
も
電
話
相
談
室

▽
と
き　
４
月
24
日
㈯
午
前
９
時

30
分
～
午
後
０
時
30
分

▽
受
付
電
話
番
号　

☎
０
２
９
‐
２
２
８
‐
０
６
０
０

☎
０
２
９
‐
２
２
８
‐
０
６
０
２

▽
相
談
内
容 　

医
療
・
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
や
、
費
用
・
保
険

料
負
担
で
困
っ
て
い
る
こ
と
、

負
担
軽
減
策
な
ど

▽
回
答
者 　

ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
、

医
療
・
福
祉
団
体
ス
タ
ッ
フ

▽
料
金　

無
料

問
茨
城
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会

☎
０
２
９
‐
８
２
３
‐
７
９
３
０

情
報
B
O
X

な
い
な
ど
、
法
律
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
こ
と
が
難
し
い
地
域
で

の
適
切
な
料
金
で
の
法
律
サ
ー

ビ
ス
の
提
供

・ 

犯
罪
被
害
者
支
援　

被
害
者
支

援
に
詳
し
い
弁
護
士
や
支
援
団

体
な
ど
に
関
す
る
情
報
の
無
料

提
供

・ 

国
選
弁
護
関
連
業
務　

国
選
弁

護
人
を
確
保
し
、
捜
査
か
ら
裁

判
ま
で
一
貫
し
た
国
選
弁
護
体

制
の
整
備

問
法
テ
ラ
ス
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
‐
０
７
８
３
７
４

（
お
な
や
み
な
し)

　

犯
罪
被
害
者
支
援
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
‐
０
７
９
７
１
４

（
な
く
こ
と
な
い
よ)

　オストメイト（人工肛門・膀胱をお
持ちの方）を対象に、講習会を開催し
ます。
▽とき　５月30日㈰
　午前10時～午後２時30分
▽ところ　茨城環境企業研修会館（日

立市日高町）
▽内容　
　①講演、相談「ストーマと上手に付

き合うために」
　講師 嶋本裕子氏（市立総合病院皮膚

排泄ケア認定看護師）
　②ストーマ用装具展示、説明
▽参加費　１０００円（昼食代他）

㈳日本オストミー協会茨城県支部
　北部地区センター

☎０２９４‐４２‐３２５８

オストミー講習会開催

No. 講座名 定員 実施日時 申込締切 受講料 備考

① 図面の見方講座 15 人

５月 10 日㈪、11 日㈫
先着順

（電話予約） ２９００円
機械図面の基本
投影法から機械要素等
の図面の見方

（２日間）

午前９時～午後５時

② 第二種電気工事士（学
科）受験対策講座 15 人

５月 16 日㈰、23 日㈰
先着順

（電話予約） ２９００円 第二種電気工事士の学
科受験対策（２日間）

午前９時～午後５時

③ Ａｕｔｏ ＣＡＤ講座
（初級） 15 人

５月 16 日㈰、23 日㈰
４月 23 日㈮

（往復ハガキ） ２９００円 Ａｕｔｏ ＣＡＤのスタ
ートアップ（２日間）

午前９時～午後５時

▽申込方法　
・①、②は電話で下記へお申し込みください。
・③は往復ハガキに講座名、住所、氏名、年齢、職業、電話番号を記入の上、下記へ送付してください（定員多

数の場合抽選）。
〒３１６‐００３２ 日立市西成沢町３‐９‐１

　　県立日立産業技術専門学院　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎０２９４‐３５‐６４２３

｜ 県立日立産業技術専門学院講座案内 ｜

問
市
民
課 

広
報
広
聴
係

（
村
田
）
内
１
７
８

広報　きたいばらき　4月号　20



　 茨 城 い の ち の 電 話 は 、 自 殺 予 防 の 電 話 相 談 と
し て １ ９ ８ ５ 年 開 局 以 来 、 年 中 無 休 で ３ ６ ５
日、24時間「眠らぬダイヤル」としてボランティ
アによるこころの悩み電話相談を続けています。 
▽研修期間　６月から２年間
▽研修会場　つくば市周辺
▽受講資格　

①いのちの電話の趣旨に賛同し、24時間受信体制
での活動に積極的に参加できる人
②年齢23歳以上62歳まで。性別、学歴、職業は不問
③所定の研修に参加できる人

▽募集人数　40人程度
▽募集期間　５月７日㈮まで

茨城いのちの電話事務局
　　　　　☎０２９‐８５２‐８５０５（つくば）
　　　　　☎０２９‐２４４‐４７２２（水戸）

　県では、茨城県中小企業団体中央会
への委託事業として、商店街の空き店
舗情報の提供や、出店希望者とのマッ
チングを推進することにより、空き店
舗への出店を促し、商店街の活性化を
図る「空き店舗活用促進事業」を実施
しています。
　この度、空き店舗情報の提供のほか、
商店街の取り組みや魅力などを一元的
に情報発信する「いばらき商店街ポー
タルサイト（http://www.ibawaku.
com/）」を開設しましたのでお知ら
せします。　

県中小企業課
☎０２９‐３０１‐３５５０

■
身
障
者
用
駐
車
場
の

適
正
利
用
に
ご
協
力
を

　

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
身
障
者
用
駐
車
場
は
、
歩
行
が

困
難
な
方
の
た
め
の
も
の
で
す
。

　

健
康
な
方
は
お
譲
り
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
県
厚
生
総
務
課

☎
０
２
９
‐
３
０
１
‐
３
１
２
９

■
大
事
な
契
約
や
遺
言
な
ど
は

公
正
証
書
に

　

公
証
役
場
で
は
、
当
事
者
の
依

頼
に
よ
り
、
金
銭
の
貸
借
、
不
動

産
の
売
買
・
賃
貸
、
損
害
賠
償
や

慰
謝
料
の
支
払
い
な
ど
各
種
の
契

約
書
（
公
正
証
書
）
を
作
成
し
て

い
ま
す
。
公
正
証
書
に
は
、
判
決

■
身
体
障
害
者
に
対
す
る

自
動
車
税
の
減
免
制
度

　

障
害
者
本
人
ま
た
は
家
族
が
所

有
す
る
自
動
車
に
つ
い
て
自
動
車

税
が
免
除
に
な
り
ま
す
。

▽
対
象
者　

身
体
障
害
者
手
帳
、

戦
傷
病
者
手
帳
、
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
、
療
育
手
帳
を

お
持
ち
の
方
（
障
害
の
区
分
、

等
級
に
よ
り
減
免
さ
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
）

▽
対
象
車
両　

心
身
に
障
害
の
あ

る
方
（
在
宅
の
場
合
の
み
）
が

通
院
、
通
学
、
通
所
ま
た
は
生

業
に
使
用
す
る
車
両
（
障
害
の

あ
る
方
１
人
に
対
し
１
台
）

▽
申
請
方
法　

・
現
在
所
有
し
て
い
る
自
動
車
の

場
合

　

５
月
31
日
㈪
ま
で
に
下
記
へ
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

・
新
規
登
録
自
動
車
の
場
合

■
花
園
観
光
ガ
イ
ド
養
成
講
座

　

花
園
神
社
と
花
の
奥
の
院
を
歩

き
ま
せ
ん
か
。
北
茨
城
の
自
然
と

歴
史
を
愛
し
、
そ
の
良
さ
を
広
め

ま
し
ょ
う
。

▽
と
き　
５
月
22
日
㈯

　

午
前
９
時
30
分

▽
集
合
場
所　

花
園
神
社
駐
車
場

▽
コ
ー
ス　

花
園
神
社
→
七
つ
滝

→
奥
の
院

▽
講
師　

花
園
ガ
イ
ド
グ
ル
ー
プ

▽
募
集
人
数　

10
人

▽
申
込
締
切　
５
月
17
日
㈪

※
昼
食
持
参

申
問
社
会
福
祉
協
議
会
（
根
本
）

☎
㊷
０
７
８
２

書
と
同
様
に
、
差
し
押
さ
え
や
取

り
立
て
の
効
力
が
あ
り
ま
す
。
遺

言
書
も
公
証
役
場
で
作
成
し
て
お

く
と
、
家
庭
裁
判
所
の
検
認
と
い

う
手
続
き
を
受
け
る
こ
と
な
く
効

力
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
会
社
の
設
立
の
た

め
の
定
款
や
私
署
証
書
の
認
証
、

確
定
日
付
の
付
与
な
ど
の
事
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

法
律
行
為
の
確
実
を
期
す
た
め

に
は
、
公
正
証
書
を
作
成
し
た
り
、

認
証
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。
ま
た
、
公
証
役
場
で
は
、

い
つ
で
も
公
正
証
書
に
関
し
て
の

法
律
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
日
立
公
証
役
場

☎
０
２
９
４
‐
21
‐
５
７
９
１

　

登
録
の
日
か
ら
30
日
以
内
に
水

戸
県
税
事
務
所
自
動
車
税
分
室

（
茨
城
運
輸
支
局
内
）
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

問
常
陸
太
田
県
税
事
務
所

☎
０
２
９
４
‐
80
‐
３
３
１
４

いばらき商店街
ポータルサイト

茨城いのちの電話第26期
電話相談員養成講座
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対象 市ホームページのトップページで「トピック」欄内（アクセス件数 14,600 件／月）

規格 1 枠 60 × 150 ピクセル　　容量：10KB 以内　　形式：GIF 又は JPEG

料金

1 枠 15,000 円／月

※同規格の掲載が連続 6カ月以上 11カ月以下の場合は 1 回分を、連続 12カ月の

場合は 2 回分を減額します。

掲載期間
月単位（30 日未満は 1 月とする） 

1 回の申し込みにつき最長 12カ月の掲載となります。

申込問合先 市民課広報広聴係　内線 178

市ホームページ

規格
【下 1 段通し】 46 × 171mm 【下 1 段 2 分の 1】 46 × 84mm

2 色刷り

料金

【下 1 段通し】 18,000 円／月 【下 1 段 2 分の 1】 10,000 円／月

※同規格の掲載が連続 6 カ月以上 11カ月以下の場合は 1 回分を、連続 12カ月の

場合は 2 回分を減額します。

掲載期間
月単位、1 回の申し込みにつき最長 12カ月の掲載になります。 

（ただし 1 月号には掲載できません）

申込問合先 市民課広報広聴係　内線 178

広報きたいばらき

広告の規格と掲載料金等

有料広告を掲載しませんか有料広告を掲載しませんか有料広告を掲載しませんか有料広告を掲載しませんか
　市では、新たな自主財源の確保や地元商工業者などの育成や振興、市民生活
情報の提供を目的に有料広告を掲載する取り組みをしています。

広報　きたいばらき　4月号　22



　広報きたいばらき３月号表紙
（№６４６）の年表記は２０１０、
裏表紙「市の人口と世帯」は平成
22 年２月１日現在でした。
　お詫びして訂正します。

お詫びと訂正

■４カ月児健康診査
　４月 13 日㈫　
　午後０時 30 分～１時 15 分受付
■１歳６カ月児健康診査

４月 23 日㈮　午後１時～１時 30 分受付
■２歳児歯科健診

５月６日㈭　午後１時～１時 30 分受付
■３歳児健康診査

４月９日㈮　午後１時～２時受付
■育児相談（５カ月以上の乳幼児）
　４月 28 日㈬　午後１時～２時受付
■歯の相談（要予約）

４月 28 日㈬　午前９時 30 分～ 11 時 30 分
■精神保健相談（要予約）
　４月 26 日㈪
問 保健センター　☎４３‐１３１０

■心配ごと相談
[ 地域福祉交流センター ]
４月 15 日㈭、28 日㈬、５月６日㈭
[ 大津町公民館 ]
４月８日㈭、22 日㈭、５月 13 日㈭
どちらも午後１時～４時

問 問 社会福祉協議会　☎４２‐０７８２
■移動児童相談
　４月７日㈬、４月 21 日㈬
　午前 10 時～午後３時　市子どもの家
問 社会福祉課　内１３２
■４・５月の「ふれあい体操」
　４月６日、13 日、20 日、30 日
　５月 11 日、18 日、25 日
　午後１時 30 分～３時
問 地域包括支援センター　内１２４

健　診　と　相　談

休日の
当番医

☆各種健診など☆各種相談など

診療時間　午前９時～午後５時

4／11
北茨城クリニック
☎ 46-5101 ( 大津町 )

18
市立総合病院
☎ 46-1121 ( 大津町 )

25
瀧病院
☎ 42-1221( 磯原町 )

29
かもめ・大津港クリニック
☎ 46-0133 ( 大津町 )

5／2
市立総合病院
☎ 46-1121 ( 大津町 )

3
廣橋第一病院
☎ 46-5111 ( 関南町 )

4
荒川内科医院
☎ 43-2288 ( 磯原町 )

5
北茨城中央クリニック
☎ 30-1600 ( 磯原町 )

9
友愛クリニック
☎ 43-1398 ( 磯原町 )

市立図書館　☎ 42－1451

● 38 億年生物進化の旅

●ぼくは恐竜造形家

●ならいごとノート

●バットでできるお菓子とパン

●リンゴの絆

●おうち菜園

●にほんごの話

●蝦蟇倉市事件 ２

●幸田文季節の手帖

●疲れない人間関係のヒント

池田　清彦

荒木　一成

伊藤まさこ

有元　葉子

木村　秋則

たなかやすこ

谷川俊太郎

秋月　涼介

幸田　　文

曽野　綾子

4 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 5/1

2 3 4 5 6 7 8

☆ぽっぽのおはなし会☆（参加無料）
4 月 28 日㈬ 午前10 時〜 11 時
　幼児を対象に絵本の読み聞かせや
紙芝居、手遊びなどをしています。

は休館日

月 - April -
市立図書館4

固
定
資
産
税　
　
　
［
第
１
期
］

国
民
年
金
保
険
料　
［
３
月
分
］

納
期
限　

４
月
30
日

今月の
納税
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うちのうちの

　
油
菜
は
、
古
く
か
ら
野
菜
と
し
て
、
ま
た
油
を

採
る
た
め
栽
培
さ
れ
て
き
た
作
物
で
、
一
般
的
に

は
菜
の
花
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
菜
種
油
の
採
取
用
に
栽
培
さ
れ
た
の
は
江
戸
時

代
か
ら
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
江
戸
時
代
、
稲

作
の
裏
作
植
物
と
し
て
麦
と
並
ん
で
休
耕
田
や
空

き
田
に
栽
培
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
は
、
行
燈
（
あ

ん
ど
ん
）
の
油
や
食
用
と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
現
在
は
、
食
用
と
バ
イ
オ
デ
ィ
ー

ゼ
ル
な
ど
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

油
菜
（
ア
ブ
ラ
ナ
）

市の人口と世帯　平成 22 年 3 月 1 日現在（　）は前月比

総人口… 47,278 人 （ 　＋6） 出　生… 27 人 （  　＋ 2）

男… 23,229 人 （   − 4） 死　亡… 49 人 （  − 13）

女… 24,049 人 （ ＋ 10） 転　入… 86 人 （  ＋ 13）

世帯数… 17,516 世帯（ ＋ 32） 転　出… 58 人 （  − 24）

市の行事や休日の当番医などの問い合わせは 発行／北茨城市　　編集／市民課
〒 319−1592　北茨城市磯原町磯原1630番地
☎ 0 2 9 3−4 3−1 1 1 1
◆ホームページ
　http://www.city-kitaibaraki.jp
◆Ｅメール
　kouhou@city-kitaibaraki.jp

市政に関する提言は

…市民ダイヤル　☎ 4 3 ー 2 3 2 3
　　　　　　　　☎ 4 3 ー 2 3 2 4

…市長への FAX　　　　30 ー 1350
この広報きたいばらきは環境にやさしい植物性
大豆油インキを使用して印刷されています。

北茨城市
携帯電話サイト

お
父
さ
ん
と
の
散
歩
が
大
好
き
で
い
つ
も
待
っ
て
い
る

け
ー
。
人
懐
こ
く
て
、
甘
え
ん
坊
で
、
み
ん
な
か
ら
可

愛
が
ら
れ
、
家
族
全
員
癒
さ
れ
て
い
ま
す
。大津町・鈴木さん宅の

（ヨークシャテリア・オス・１歳）
けー

「少し体の小さい琉夏
ですが動きは大きく元
気いっぱいです。大好
きなお姉ちゃんと仲良
く健康に育ってほしい
です」

「いつもお兄ちゃんの
真似をして茶目っ気た
っぷりの笑顔をふりま
いています。食べるこ
とが大好き。明るく元
気に育ってね」

（父 博樹さん 母 亜里さん） （父 政弘さん 母 桂子さん）（１歳９カ月　磯原町）

小
野
崎

る　か りょう

琉夏 く
　ん

（２歳３カ月　磯原町）

橋
本 諒ち

　ゃ
　　ん

松と枝垂れ梅が並ぶ自分流の庭
小林　勇　さん　宅（大津町）

退職後の趣味にと始めた庭の手入れ。ここ20年は、
細かなものから松のせん定まで全て自分で行ってい
ます。庭の中央に咲く樹齢20年の枝垂れ梅は２代目。
冬には雪の積もった松を、春の晴れた日には梅の花
を眺めるのが楽しみです。


